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家のこと画のことなど 長谷部銭吉 (談 )

私 が消荒神 4ζ ζ の家を E ! てたのは大正12年 頃ッ ら昭和

のはじめにかけてで、子供 の成長など IL つれて悶築して

きました。当時 は水の便 も恕〈 、 ひらけていないところ

で少し離れた山から水をひきました 。居間の場所 ははじ

め藁主主で した。工事は村の大工 IL普通 そ乙らでやってい

るとおりにさせま した。ちょうど その頃、大地震があっ

たり しまし たので火打梁等を少し つけ 加 えにだけでした

業誌の閥は天井はなく小屋裂をみせま した。しかし残念

です が焼失して しまい 、現在乙の部分は改築 して瓦主主で

す。勾配は、そうですね 4 寸 5 分 ぐらいだと思います。

天 井は舟底で穫貨に白シックイで抑えています。私は E

乙を居間余仕事部屋 K しています。私はおもに洋服の椅

子式生活ですが、寝台だけは和室です 。 乙の部屋 Ic. 掛っ

ている訟はシナ の瑞図のおで日本には徳川頃 IL多くはい

ってきてます。乙の入口の右側 に掛っているのは 私 の南

函です 。彫刻は天理造型美術研究所の奥田君の作品です 。

玄関にある彫刻は、 7 イョールの 「爪め嫡u ' 女」のブ

ロンズです。乙れは日 本 κ はいったのはテラカッターで

10ほどあったなかのひとつをブロノズにしたので' す。乙

の乙とが、 のちほど 7 イヨ- ) レ K 知れて、 7 イヨールは

ひ じように怒 っfこそうです。

現代絵画については 私 はわかりませんが 、ルノアール

からマチ Jえまでくらいです。しかしピカソは特別 に好き

です。 日本人な ら洋画 では梅原竜三郎よ り安井曾太郎の

ほう がどちらかとい えばより好 きです。 日本画 では 小林

古経が好きです。客室 ( 和室 ) の入 口?と 鍋 っているのは

ペルシヤの古回で、床 の聞にある の は支那 の明朝 の沈石

田の納です。私 はむかし、南画を木 野:fl'j 吾氏 の紹介 で京

都 の若い南画家の大橋錬掌 にならいました。その と き、

村 野君も少しやっていました 。

私の家の庭はべつに庭師 をいれず、そ こらにある 樹 を

手伝いに 指図していれただけで、なるべく 自然のままに

してあります。

私 の建築制作は住友関係 が多 く、住友銀行船湯支庖 や

本広の建物があります。住友の本后のときはエレベーシ

ョンはぜんぶ 私で したが、 プランは 竹腰君 もやっていま

した。 日高さんは その とき全体の元締て' した。

私 !ま カ トリックですが、 乙れが建築ととくに関係 があ

るというふうに考えてみた乙とはありません。

私 はライトとコルビ ュジェとどちらを乙のむかと関わ

れたら 、 コルピュジェのほうが好きです。

私の建築制 ｲｾ ， でべつに快心ＧＮｦＩ作はありません 。 いつも

できあがってから まづいと思ってばか りいます。

(文i 1編集部)
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神戸市東灘区住吉町縄手下町 1680

京 阪 神 神 戸 線 御 霊2

1  門 よ り 玄 関をのぞんだ外観

2  石段のある ベ ラン ダをみた甫

面外観・ 影 の線が実に美しい
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1 隠 写 真

1 . 玄 関 9. 洗 面 所 A . ト コ
3.南 面 外観 をみる

2. 居 間 粂 食 堂 10. 厨 房 B. ペ ー チ カ

4. タン ロの あ る 居 室

3. 勉 強 室 11. 女 中 室 C. 抑 入

5. 趣味重量か な 玄 関

4. 茶 室 12. 舎 E帯 D . 水 屋

6. 茶 室

5. 寝 室 13.  サンルーム E. パ ー ゴ ラ

6. 化 粧 室 14. ベ ラ ン ダ 地下階

7. 浴 室 15. 洗 滋 場 1  図 芸 道具恒 場

8. 便 所 16.  1d 周Z 2 倉 用1
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東 主因 謙 氏 邸 ・ 神 戸 御 影 ; 写

門

言i

τＷ 電ｾ 恒 成 ヨ1I

東 畑 謙 三

まき垣l ( 門. 田舎に生れた私 iζ はな つかしきものの一

つである。 自分の家 を造るときにも 先 づ乙れを造った 。

まき垣は年を経る IL しにがってずんずん延び、また 繁っ

てきた 。その聞にはさまれた門は正に朽ら んとしている。

終戦後焼け残りの材木を以て痢立式 11 : 門柱を廷で、有り

合せの板でyji 1j_> i鎧ったのである 。 そうして六年を経て釆

fこ。

建築技師の家へ訪れる人々には色々ゐる。趣味清談の

友が多い。 " お宅の 門を入ると何時も茸 の芥がする " と

三度いわれた事がゐる。 竹林 IL松茸でもはかろうに、

さて不思議なすi tごとよく考えてみれば、 何の乙と: まない

桁ちんとする門柱; ま菌でおかされて中: まうつろ 11 : なって

いる。 yji を聞くときのゆさぶりで歯総でも発散するもの

とわかった 。かびをかんばしき香1 ( 感じてくれるのはさ

すが趣味 の友でゐる。

ｉ ｾｬ 宅をｂＡてようという 人に とっては 建築技師 の家は 興

味のあるものに迎いない。訪れる人 IL そんな人もゐ る。

11 乙の 門は税金のためて' すか 11 ι いわれた取もめる 。 わ

さ' わき' 門を会系 lζ していると見られた らし L、。そんな 作

5  XJ があった訳ではない。自然1 ( かくなったのでめる。 建

6  築家も税金が乙わい程 K なってみたい。

大きな門: D 持主と古陶を争った事がある。乙の} 1 i 1 ! ; 集家

は家の門 をみてそ乙にゆだんがあったらしい。無心な古

陶は何を ζ のんでか乙ちらへ来 fこ。乙うなると朽ちかけ

た門も大い? と役に立つ。

対象は同じ姻立柱の我家の門でありな がら訪れる 人、

観 る人 11 : よってかくも異るのか、きても話題 の多い乙と

である 。

京都 のM教授が家を建てられた。数えを乞い K 時々そ

の門を Tこ、くのである 。京都の郊外 のその門は良い形を

して いるがいつ訪ねても大きな扉は閉ぢ られて 、 くく り

戸のみが出 入の用 をなしている。 そのJ } i i が標銘より特 11:

小 さい。 大兵な私 ・ま頭を低く肩をす lまめな ければ入れな

い。教えを乞うときの気持ちをそのま、表わさなれば な

らない。どう 6皮肉におもわれるので乙 の取を M教 授κ

話した [JJ があった。 教授 立阿々大笑して臼く 「あれば大

原女の 抑売の撃退策 fごよ J と。

建築家は職業上毎日こった事をしてい る。家へ帰 って

迄乙った家ではやりきれぬ。何ともない家が良L、。 乙の

門 と同じ年I ( @¥て にこの家は卒々 凡々 で雑誌、犯のせるよ

うなものではないが、 い くらか傷みながらも毎日エノジ

ョイしているの K 話題 の多い乙 の門; 立正に桁ら果てよ う

としている。
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西 宮 市 松 園 町 1 3  3  

京 阪 符 神 戸 線 夙 川

1. 内 庭 よ り 応 援 室 を み ぞ む

2. 玄 関 と 応 援 室 を み る

3. 門 前 よ り み る 外 観

( 写点: 恒成一説)

我が家・古家の移築 竹 腰 健 造

車It!歪 の臼怖というま すが、職業柄、 l恨だ けは肥

えていて、戦後のパラックのような家 K 住I J ' 気に

はなれず、それかといって乏しい資金では希望す

るよう な家も rut こず、考え あぐんだ末 、質 の良 い

古屋 を口 ってこれを移築 し、 E れに若干のru摺を

して満足するという惑に決めたのです。

差当り住居 K 因ってもいないのに、苦しんで今

家をおl てる必要もないではないかと批評する 人 も

あ りましたが、私 として止 むを得なかったのです。

当時、戦後の変革で、田舎などには大きな家の

維持が できず、税の軽減のため米倉や家の一部の

売物が沢山ありました。ま fこ、そういうもの、の

なかにも、古風であっても賓の良い物もあったも

のです。

昭和 ＱＹ 年の Ｘ 月 六甲 山 の南箆からｾ繭を 避 けて

山背の田舎 IUJ 、三田町 K 移り、 E 、で終戦を迎え

ました。聯合協の戦後処俗 :立 冷厳で、通貨の処理、

段地 ヨコ解主主、財産説の徴袋、財閥 の解体等々矢次

ま早に行われる占領政策で困難が累積 し、最後 K 、

戦時中財閥の一会社を主管していたという理由で、

昭和22年の初め迫放の内閣令書を受取る! と至って、

私のー生もま互に終りそ告げ、余生を戦後K 乙の回

会i町で制II と々 送 らねばならぬかと、覚悟を定めて

いたので す。

処 が、;J:l ;後 に起ったインフレーシヨノ{ ま乙の果

mi い望 みすら桜 してしまいました。仰j かない者は

食えないという現; l f が重量ってきました。

それでも 、昭和27年末まで 8 年 の問、大阪まで

12のトンヰルのゐる福知山線を毎日往復四時聞を

貸 して 通 った もので' す。

生をかけた 、過去 の基盤を失い、最初の出発

点 から仕事を始める苦しみと 、往復凶 時間余の長

い通勤時間 とで、心身共κ 疲れ呆て 、 こんな事で

は身体の方が持らそうもない 、せめて長時 間の通

勤の波れでも童文わねばと思って大阪の近くに、無

理を して V も家を移 さねばという考えから 、古 家

移築 という変則' ，n:JJ を企てたのです。

処 が、三田町から一塁あまり奥 K 大きな 構 えの

家段の家があり、二百数十坪の建物の一部である

雌座敷の売物がありました。大正13年κruったも

ので、 約30年を経ていますが笑r j J . な締の普請で|母

子もその当 時流行 していたロ 色の塗像で、 当時と

しては強沢なもの Tごったのです。 そ ζ でこれを 只

って移築 し若干の t(ll築 をしたのが今の家です。

移築 というもの! 立 、其峰でも中々困難なもので

すが、人に よ り住勝手 も巡 い、私の家などは捨て

かねる家財も多 くて、 小屋裂 に十坪位 の物置もほ

しいと思って多少変更 したもので すから一周 困 難

が多 かったの です。
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民生活改善のパイオ ニ アーを志すよ うな野 心 的 信

作 ともならず半凡 なもので満足せねばならなかっ

た事は 題築家 として 恥 しい次第 ですが、 乙れで も

現 在 η 様 は変 ，測 な 社 会 状 ｩｾ から生れた古 家 を 移築

して 利用 した一つの試 みとし てはJJ 泌があった l;J J

と思 います。

古家の移 転 まそれが賀 の惑いものは 加 で すが、

良質 のも であれば有利 : ごと思います。それにして

も部材 の仮り廻 しゃ、利用 IC、制1I 心 η 注意 を要 し

ますし、大工まかせ κ して 居て; ま 都合上 く: J j 来 ず

無駄 も多く て不利 にな ります。

乙ういう 変則な方法 で魁てた b : Uですから、特

3  

9  
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宝 塚 市 米 谷 蔵 座 酉 2 4  

残月の座般について一一写真はそ の外観

であるが竹縁は応援問 を茶席と して使用

する場合の待合としても 利用 され る。そ

の為 K 茶室 ( 先生は決して 自 ら茶人 とは

Ｂｾきれ な い が官 休賂 の 流 れを 酌 む茶 人 で

ある 乙とを同 じ自に中橋武一氏 より承っ

た。乙の様 な事 を書く 事: 立危険ではある

が) f(. 通 じる 露地 が出来て居る し玄関1と

は内監事腿 とし て使 える 工夫が ある。

i c の民家は 3 寸 8 分角 の柱でチリが 6

分も あるので何Tごかお寺のようでした。

私は 3 分か 4 分 でよいと思います。 そ う

すればエレベーシヨンが そのま、 11¥ます

J  ( 乙の 数語の中 には 村野作品 を見る場

合の鍵が秘 されて居 る。窓のダキ 、壁の

チリの 寸法そ してあの効果 ! ) i 床の聞

は奥は夕、ミで 洞床 にしました。 前 i立台

所の 古い 板を利用 したもので す 。 ｾｅ をｒＱＮ

く時夕、 E と板とニつゐった方がよいよ

うです。床柱は大商取の角柱で初 め丸柱

11 : しましたが丸柱;ま飽 きが出ます。乙の

住 i立少 し内K 立て、おり ますj 私共 は夕

、ミの敷 き方 で早速 「乙れは違 いま す、

やは り普通 でなければ」先生から訂正さ

れた。 世 f ( . 残月 写 しと 称 されるものは 多

、 いが、 乙れだけ工夫 されたものは少ない

一つの 魔 術 一一 先生 の 作品 にある「距剖 ｬ ｾ ｪ が 乙 の 小 笠岡ｦＨＮおいて段も よ く

観取 されるで あろう。 i よい茶碗は中 の方が外 より大 きく見える 」 とさる 陶

匠が語っておっ たが建築においても同 じではめるまいか。写真と プランとを

見ても玄関 ホー ルから小室 ( 乙れ! ま水屋とし て使用 される ) までの数歩の 聞

が無限の距血症を持 っている点を吟味 して 戴きたい。 そ乙には 一つの技術 と言

うよりも 魔術 がある。 先生は無雑 l下lζ 「夕、 E て' lT' l くと 狭 〈感じ るので聞に

板を入れました」と語ら れたに過 きがないが。 向乙 の欄間は御好 みのものでゐ

る。 ( 表紙写真も参照)

1 0  

しそれ は写 しではなく 既 1( - つの創造 で

あろう。
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プ ランについて一一「プランは 助 弁 して戯 きたいですねJ

との先生の御 希 望 で あったが、 総 理 f ( 御願 い し て 発 表 の

御 承 認 を得 fこ。仁 の図面 で は 表 現 し難 い し 環 境 条 件 と 切

り脱 さ れ ｦ こ プランＺ［ｬＺ ｮ ｾ 定令 伝えない の で あるが、説者の

{!l! のために掲 滅 した。 自然の 現lJ:i IC i . ! J :まれ た広 レ敷 地 づり

南 1ζ 辺 路 が あ り *南 より 誠 IC簡 素 な門 を 入 って 玄 関 ic j f

する。乙のアプローチの聞に小さい流れがある。

東 よ り6 聞 の部分は河内古市在の民 家を移 築改造された

もの。 r昭 和16$ IC大 枚1200円 で口 いました。 5 寸 勾 配

の切 妥の瓦屋綬 で 下 家 がついた形のよい民家でした 。 私

が直して少し形を乙わしましたかねJ - fIVI巡 : まそのま

、生きて居るが、す っか り村野作品 に昇華してしまっ て

いる。 敷 地 内 は杉とモミヂと 竹 が ドl 然 の ま 、 の 波 観 を造

って 閥 均 で ある。

方 位 に つ い て一一ー「私 法乙の家を少し取にふって政て た

が往 ん で兄 て 家 法 凶 に ふ っ た 方 が よ か っ た と 思 い ま し

た。朝日 が入り すさて困るし午後の 日が早 く な く な っし

まうのでよく めり ません。 西日 を防ぐのはモ E ヂでも 虻i

えれば充分です 。 昔の 人 がまｾ ( 東 南 ) 張 り に 家 を 迎 て た

のは矢綴 り而白いですね j と諮 られた。また 台所に つい

て: 立 「仁 、は寒くて可愛そうです。 緩 い所 IC持 って行っ

てやりたいものだJ と洩らされていた 。
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これは東の菌、移築前は前部土壁であった由。私の舌

足らずの説明は却ってわずらわしく感 じる 。観者自ら

扉を叩かれよ。
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草堂の一角一一「 乙の一線は少し離れた所 !C移 してそ

の跡の北寄り に私共 の部屋を計画しております。乙の

棋 のにめに午後の日が少くはり ました 、移 して娘と孫

の家 1とする予定です」。 誠 IC環境と住 u 人 とにふさわ

しい怒味溢れる草堂で ある。

え ｾｾｩ ＧｩＡＺ ｈ 荷と 女中 室との 閥 のパント，Ｉーは元の 台所 でゐ

つに h{ 、民主敷』ζ 近 くて 騒々 しいため 現在 1) 位置' 111: : 移し

パントリ ーとし て使用 されている が中間的 な什熔 令置

く場所としては便利 でゐ り必要 でもあると諮られた。



「これは私の仕事部屋です。私の生

態が分るのでこの写真も出しましょ

う。元は女中室でした。狭いので北

に廷で憎したが軒が低いためこんな

風に安防のベニヤ板を幽げて張った

丈けですJ 。 日本の代表的作家とい

われる人の書斎にしては恐ろしく狭

い室である 。 しかしながらそれは ま

Tこ何と恐ろしく大き い 空間であろ

う!

村里子 藤 吾 氏 邸 ・ 宝 塚 清 荒 神
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三度目の住い 安 井 武 雄

世間で人はー生涯のうちに、住いを 三ｭＺ ｾて るように

なるとか 、よくいいますが、 向分もそれにならったわけ

でもないが、偶然 K も今度の {主い' 立 、丁度三度目という

事になるのです。 l紛既 K 古稀 !<: :及ぶ n分、或 'ま これが最

後 のものになるかもしれないと 思い立す。

最初のものは 昭和 七年 ' ] ) 頃西宮市 の郊外( 今では西宮

市 IL 編入されている) の夙川という所にさ、やかなもの

を述て たのだが、 第 二世界大戦の直後亜米利加の進駐車

の住居として接収 きれ追立てを喰いました。当時の周囲

の事 前か向上心得ず所謂20坪 足 らずの本当' ] ) パラ y クあ

旧家屋の庭先 1<:: 廷で¥昨年( 昭和28年) の容の末旧家屋

の接収が解除 1となる迄約 8 年の星宿を、そ乙で過したの

です。

解除にな ったの で元の住' ， ' K ちどる のが順序の ようえ

ものだが、; J ; l ; 悶 lζ 私 の家庭 D 内容も大 分変化して. 今で

は臼分等老夫日と女中つまり三人悲 しの! l HI i - となったの

で 、私 ｊｾ の家庭の現状としては 、元 乃家屋 Ｑ 余りに広 Ｎｩ｀

k るのと. 叉世 η 中 の様 伺 j ) 移 変 K つれて、私共も多少

とｴＮ ｩ 舌 Ｒ コ切 ￸ へをする必要にせまられにのて｜乞， ｜ｉｌ ， ｛ｴｾ 、ＯＱ ｜

してパラック ruてを改築シて造ったのが‘ 今度の( 1 : いは

ので、兎Ｑ＼ＺＺ 角乙 れが三度乃住＿と芦う可 ｊＺ こ ｉｾ 心のです。

ゐ、もしたいこう 色して見に， ，と 、思つにす]C，立数々千j

つ1こが、地形ゃ其! 也幾多の制約! こ :立ばまれて、乙んなら

1 6  

のが出来上 って しまったのです。

fニTご私共 が本当の余生を送る mーとし てつく ったもので

乙れを 人 1<:: 見てもらおうとか、人 K 見せようとかいうよ

うな心持は毛頭 b なかったのだが、計 らず も誌上で人κ

知られるよう 1<:: なってしまったのです。

さて私共生活の切主主へをしたからといって特に今迄と

変った生活1 < : : はいつに訳で もなく、要する に単なる私共

の住 いですから 、新 しい i読みだとか 、特に変 った 考へを

入れた訳ではないが、? こ V 近所や隣銭との関係 について

は、多少の考慮を払ったつもりです。

よ く自分 の処 さえ 好 ければ 、他 1<:: 迷惑 を儲 けようが、

人民不快な 思い号させようが、 そんなUl l <: : はおかまいは

しに勝手伝考え方をされて居る 例 を屡々見 fこり 聞 いた り

するが 、こういう利己本位の考え方は自分はしたくない 、

同じ社会に住む以上御互同志が好い環境に心持よく、

其 日其日の生活をにのしむようにつとむ可きだと思うの

で、今度もそういう心持らを第一? と考えに容れて廷でた

つもりです。

場所 3 住宅地として 3 阪神の聞で b緑色よい 所 の一つ

ですが、 何 i1にも敷地が余り広くない上民地 形のr訂正 が

甚だしいので. 仁l 分 η 心持ちを充分採入れる事が山来主よ

かったてIJ e 残念 lこ思うのですが、上のような考えを第ー

としてすべての，: : ¥1 < : : 考慮を払った取を 、今 :立何 よりも愉

快 1<:: そして賎しく感じています。 昭和29年 の 秋



安 井 武 雄 氏 邸

方: f ( : 多比良 敏雄

主要室内仕上

居 間 ( 1 階)

床 :; 1 楢フロー リング、 巾 木 i之、

楢 竪 天 井 : ま漆 喰下. ! 1I l スヲァ コ

で墜 にはオイルペインキ 叩 与。

食 堂 ( I 階)

床 はリノリウム 彰 板 下 地、 !l.!

. 天; 11ーは居間と同じ。

階 段 宝

段板縮、 踊 場柚フロリンヴ 、 巾

木: =柏、! 1! ' 天井: 立居間と同じ 。

和室 8 仮 ( 2 階)

Mi ;立クウ E 、 収紙貼. 墜 は砂カ

ベ、天; 11ソ立彰数回板娘. uミノ I111

! こは i仮関付 。

5  G  

3. 東 側 外 観

4. 食 堂 ( 1階 )

5. 居 室 ( 1階)

6 和 室 ( 2 階)
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京都市左京区北白) ) いl、倉町 60- 71

1  内 庭 よ り 茶 室 を み る

2. 8  r鮪 居 室 の 障 子 構 成

3  茶 室 4 . 5 帖 の 床 の 間

写点. 多比良敏雄

老 境 人 の 家 村 田 治 lis

以前住んでいた家は電車 やパスの停留所か ら速く はな

れて い る上K 、石 ζ ろの多い坂道を嫁 で も毎 日何 l町か歩

かねば ならない所 にあ った。老人 が杖 をつい て坂ill を上

ってゆく獲を 見ると 、速か らず自分 もあ》なる のかと 思

って坂道 がだん だん嫌 になっ て きた。以前 の家はもち ろ

ん大 きな ものでなかっ たが2 階屋で あっ た。戦後急 K 衰

えた家安 が2 階え の上り下り が苦 しいと言いだした 。私

はそれよ りも薄暗 い京都風の台所 で死 ぬまで働かね ばな

らぬ家安 が気の毒になっ た。まあ 、そん な乙とが大 きな

理由 IL なって卒坦地 )1: 家を建てる決心 をしたのだった。

建てるに当 つては社寺建築家の北尾年弘 さんに すっ か り

御世話にな った。

老夫婦 2 人 きりの家だか ら小 さ くても事 法足る はず fご

が、家安 が茶の 湯の遊び がで きる乙とを先 ず要求して .

乙れには 茶室と 水舎および 8 111! iの室が是非 とも 要 るとい

う。考えて 見ると男 性の生活とい うも のは 、朝早く家を 出

て夕方かえる 日の述 t' l であっ て、住宅 をフル IL使 ってい

るのは家安で あるから、 まるで家主!i 1) 住宅 κ 苧主が下宿



てようなものである。だから家安 のE要求 l乙私 は応ぜゴ

るを得ないので. 手l、の使 う 部 屋 ! 立極l立K 切り縦iめること

にした。そうしてでき上ったのが現在の家のプラ/ だが

最初の私案では全体 K 対して切妥屋根を 1 つのせただけ

の簡 単 なものだったところ 、増田友 也 君 が ζ れは余りみ

すぼらしいからと言って中央部だけを一段高くした屋線

K 改めました 。 それほ ど外観を 変えでもなお誌だおぬけ

しない上うに見えるのは 、人目 K 立たないz r ; 々凡々のも

のにしたいという私の希望で、 附近 1ζ 多い在来の型 K 近

くしたからである 。ベンガラを塗ろうと 思ったが、反対

する者があって止めた 。屋 板の l 部を高くするついでに

屋板裂を利用する案も立てて見 fこが、 2 階 lま家安が反対

するのでそれも止めた 。

この家のプランに類する家をかつて大連でたてて住ん

でみたので、使いやす い便利な 乙とは 判 っていたが 、今

回は日本だから爽互の暑さを少しでも避けるために、 8

帖 の南 K 広織を つけたい、 そうすると水屋 の方も具合が

上くなると思いながら、日頃の心がけが怒いももの fごか

らイザというときそれだけの資金がなかったので断念し 2  

7ニ。果して真夏の小家の暑さは特にたまったものでない

ま fこ東輸の 4 帖 半 l立茶室の芯味を粂ねさせたので、本勝

手 の点前 がて' きるようにとトコを 北 においたために 、 北

側 K 窓が全然あけられなくなった 。京 都 で 北 lζ 関口のな

い部屋 がどんなに暑いかは 前 から私 は 知 っていたつも り

だったが 、 炭火を使う茶室となるとｾＮーさはまた 一 入て ｴ あ

る らしく 、夏 になる C とに苦情が山て いる。台所 は 3 帖

よりも少し広くしておいた 。 私はそれで足ると思ってい

たと乙ろ 、 お客などあって女 2 人が鋤く場合 K は狭すぎ

るといのが家委の体験による批評である 。 それは全く 3

帖 分 の中 11:. 食 gg棚 がつくられた結果だから 、幅をさらに

1尺 5 寸ほど広く しておけばよかった筈である( そうす

ると約 4. 5 帖 の面積 になる ) 。目 下 の とE ろ気ずいた欠

陥は以上のようなものである。もっとも 私自身法書庫 が

ないのに大図りだが 、そ れ は 私 の よ う な 特 極 な 者 の み 3  

の苦情であり . 納戸; 立 3 帖で は 幅 が 足 り な い と 思 っ て

l. 5 尺ほど広くしておいたにも拘わらず 、何時の間 K か

ガラククが多くなって狭さを感ずるけれど、乙れも心が

けが恐い fこめ fごし 、何れも問題にするほどの乙とはなか

ろう 。そのほか若し沼気洗濯＿ｾが何かの懸 賞 κ 当ったら

恒き場所 がないという欠点もあろうが 、 目下のところそ

んな取り乙し苦労をしている暇を持にない。

長所; 立特 K 取り立てていう程の乙とがないが 、久しぶ

りに水洗便所の家 K 住 めた乙とと、ガスブロ¢ 便 利 なの

ｋ 満足している。 Ｑ Ｕ ＺＺｬ主 ｰ の角地 Ｑ ＱＺＮ ＲＴｾ の 小 Ｒ ま だか ら 日当

りのよいのが辛うじて長所 fごろうが、 しかしそれは設計

の自 慢 になるまい。なお 、 こんな小家 lζ 中廊下をとる乙

とを新しいデ ザイ 7 ーは反対するにろうが、乙乙は t nl

K - ' l s : 涼しいと乙ろなので絶好の昼寝場所 11 : . なるから決

して無駄とは言えないと私は思っている。

1 9  



京音E市左京区浮土寺石橋町45

，. 下側の遁路よりみた 2 階のファッサード

ル

2 0  

写真 多比良敏雄

2. 側面の玄関入口・ 2稽が大きく感ぜられる

崖の上の家で 増 田 友 也

志の家はきり立った般の上IC建って いる。

尚北Ir 11怖がないので、二階D 方が下よりも大きくな

っている 。それで Fから見るとかなり不安定 IC見える。

見えるだけでなく1 ! 際 E も随凪がやってくると 積ど心細

いのである，不友の底 IC投 ; f 込まれる一一

ニの不去の原1111、まず大きな初子商にある。そのu

t 、梅，;: t . c ある一 一堤防; 1¥置も天#ι 1れ、鉄筋コ ンクリー

トi宜どが、二時1は本備自である。

それかじ 眼 力的 で恨こそぎ揺れている赤まにも、; ; r - 去

の原酒がある。ラジオのドラマチ -;1 7 な 事元l政治と きう

1，のが. しゃが上 ICもその不安をかき立てる。いつもよ

り少しお喋舌リになりすぎている子日建の小さな身体の

.  .  
しんにある しニりの放なものからも 、それにもまして、

忍自身までが. その不去をつのらせようとしているよう

である一一

私の家は. そういう式・E できている、そうしうもの に

耐えている。

これをわが家の構 むと呼んでいいものであろうか。

多以良 さんが潟県を織 り初 めると 雨が降ってきた. ｾ＠

井君がカ j ラIC傘をさしかけた一一附れた日 IC来て貰え

ばよかったと私は思う。

哨れた日 ｋ は、 ｊＺＧａ ｴＺ Ｑ の調子の深い潟 其 ができるかもｾ Ｂ

れなL 、I i . 縁のコスモスが. 特右の色調をその匁民に興

へるに違いない。 濯がよければ、ダルの白い雪も流れて

いようというものである。

しかし勿論これは身勝手である。私の家はそんな偶然

な附問のために有るのではない。すべての不安から安全

に限緩され ているのでもなト一志が怒っぽ くなって子

。、建にあたると. 子U鑓 ( 1母貌に纏りつく、母娘がそれ

を叱る. 私が慌てて笑顔を見せると、たちまち忍にくっ

ついてくる。 忍が. ( ; ) におろおろしてトょうといまトと、

子I J ' I ! i はそれを大して附庖にしないのである。それでお

天気のいい日制日ともなると、止まってやI 処かへ引っぱ

りmされる、それをしないとし、¥. j ; 父ちゃまではないの

であるのつまり 私の家は 、お天気のいい日に眺めたりす



3.  左カ' 1 1若卒面図・右が 2 階平面図

るほにはできていないのである一- * びゃ必りや、不ム:

や、安心や. 喧騒やAT寂 さのために在 るものらしい。む

つかしくいうと C ont ext of  Si t uat i on と呼ぶとこ

るのものを支えているものらし¥' 0 私の家/6:も 、1I!: ;mの

昔日もがする 隊なことを L たり. 考える 阪なニとを考えた

りして詳している。 L ‘ くらか世i:ij と濯 うことは、 世 :m態

ときう 式の形式的なものに捉れていないと苫うニとであ

ろうかa それかと言つ亡くらしの乎本 ときう ほなお乎本

の鮎ーち合せもない 、持ち合せているものは、嘘をつくな

と言うことだけである一一こんなものを平面計酬の . ま

たは設計の原理と 呼んでいいものであるうかa

I駐車揺がすむと、お茶をのみながら . t 以 II さんがカノ

ラの従える唯ーの機会というニとについて隠しておられ

た一一ニれを聞いて . この1"1じ総換を述築家ももってい

るらしいことに気がついた。

ところが私と 採 ると製図の途中でついカメラ¢ 阪 をも

ってしまうのである一一色や到しゃ形や紘や明日昔や ほや勾

いなどを漠然と考える代 りに、手っlli り牢・ く浪淡の諸民

11: 還元 してしまうのである。視覚が感覚のうちでもっと

も強〈 、明瞭であるとか. その平面1担が、その他のもの

を代表するものであるとか. そんな理屈ではなく . 乎つ

取 り早 くて安易であるので、ついそういう 阪 をもってし

まうのである.

己ういうことで出来上ったら. 家は手もなくカノラマ

ソの軽仰をまZうのが務ちであろうか一一私は 事以良 さん

が. 疲れるかどうかして . ピントでも外 してくれるとい

いと思l う。カ j ラマノと四つに組 むなどと 、そういう 大

鐙な事は御免首位りたいのである。

こういう私を . ｾ ｉ ［ 策 家と 呼 んで ｜ ，¥、ものであろうか。

ill のよの家に住んでいると . こういうことしか巧えな

いのである. それでは私は，笹物の防J : ! . を築いて . その

中に凶ぢこもって 、建集について 、その形とか機淀 とか

空Ilnとか意味 とか、{ 事続とか側 可とか. そういうとりと

めもないことを私述以前の学者ーや留' 下位が、どんな凪に

とりまとめたかを追っかけ廻 しているのである一一私の

わっ・かな安心は. このとりとめなさの上を;J;! い迦るとき

にだけ在 るかの ようである。 ( 1954.10)

4.  2 階仕事場・階段下り口からみたところ

2 1  
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岡 山 市 号 之 町 1 3 6

置E E
南 側

東 側

f革 迂i 鉄筋コン! 7 ，ートｾｾ 構 ＺｩＡコンタリ

ートパロ : J !7 強: i ! 造

外 部 仕 上 防 水 モ ル タ ル リ ν ンPi ; 付制上

内 部 仕 上 111漆喰. 板堅守5目ペンキ塗、天 -}I

』巨5&ヲ防火1! 料' . i . : 付. 日正板張り、

一部三Ｑｬ，ＢＧｩｴ ｾｊ ｕｉ 由 モルタル塗ｾ ，

三 階 天 ｾＱＧ Ｗ オームプ ｬ ヲスペンキ 吹

付

昆 恨 アスフアノレト防水崩 モルタノレ押え

バルコニー 防水モル ｾ ｬ J レ笠仕上. 一四1J ' f . ガヲ

ス板張り
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a  。:;:
1
1
位 。 10M 

2 階

1. 玄 関

2 図1l 1?K黛at¥tli!室

3.  Ii.! ru1 

4.  { - 供 宝

5 台 所

6. 涜 I飼 主

7. 汀i 'i> 

e. 似 所

0. 内 玄 関

10. 押 入

11. 戸 棚

12. バルヨニー

1 階

1. 製 図 引

2. 事 務 ?K

3. I ' ! 接 室

4. 韮 : 溜

5. {JI! 所

6. ポ ン プ 準

7.  l ! l I 乎 n

8. 玄 関

9 図 面 戸 棚

10. 湯 沸 台

11 ダスト ν ユート

12. 浄 化 槽

13. 門

14. 邦 艇物受 I羽

15. 捌

16 鉄 格 砂 場

17. 水栓 ]k. ぴ流し

18. 濁身寮( 十入金1

19. ピンポ Y 台

3 階

1. 研 究 室

2. 寝 室 1

3. 同 上 2

4 向 上 3

5 エ ン ガ ワ

6ーテ ν  ス

7. 似 所

8. 押 入

。ー暗 室

10. 衣目! t 戸 棚

11. 棚

2 3  



わ が 家 佐 様 重 夫

自分の家について書くようにとの御知 らせでゐりまし

たが、とかく 自分力乙とはいいたくないものでゐります 。

殊 l( 大いに 自信で も強' ，' 作品であるとか. 特別な好みで

あるとか、いうのであれば 、まだしもでしょうが、卒素

は色 々の理屈 E 乙ねたりしていたとしても、紺屋 1コ白 5

とい うこと b よ くいわれる事で tJJ Afモ のi湿りな乃であ

ります 。 しかし 、その 恥 b 求められ、ぱ晒すよ りほか致

し方 あ りません。

第 ー 、 此 ｾｏ 作 ろうと思いつ小たのが今か ら 満 Ｖ 年前

で、当時充分な 資金もないのに始めてしま ったのですか

ら無鉄胞な乙とです。従って恨伐、地形. 仮設の他 純

国めの胴協など :立 戎 々が自力で手儲けたも のて' す。コン

クリート工事三一階 I} づ、請負の方自己分割 1ノて劇II 工して

もらいました。 小 さな建物なわに . 乙んな工合でし fこか

ら一年も か 、り 、 しかも 鉄筋コ J クリー トσ 架械 が山来

てから仕上 Ir か、る i湖、資金難でとうとヲ二年程もf : [ 晒

しになっていました。通る 人 が売ってくれとか色々の誌

をしてくれましたが、と 3 とう頑援 つて 、ブロック墜をも1

み仕上がるまでκ 三年以上を要 してしまった訳です 。 し

かし家具はほんのー部を 作 ったの みで、あとは荒木の ベ

J チに製図板という次第で完成しておりません。途中止

め: ま 損のことも万々承知していますが、何分自 rfj で思う

にまかしません。 外 fごけやっと写真のように LI ¥来た のも

業者 D 方 々の実質のみの御親切 なのであ ります。私は日

昭以外は居 りま せんが、 家族 や兄弟、そうして及ばぬ私

κ 附いていてく れ る元気のよい背年等 が、乙与で生活し

ている訳でゐります。 乙ういったぐわいで、今のと乙ろ

模形等 を充) } 作 るところ主で: 孟いっておりませんが、 我

々:立設計 !r 、それでも少しは取組 んでいってお ります 。

問題 1主将来 !r 償 っているといえましょうが、一言私が力

強 く! 毒じ、豆 つ感謝していること は、ー同 lJ >U 面白で あ

るという乙とでゐ ります。

二 階 の半分と 三 階の半ば、大 体 建物 刀 ｾ ｉ ＭＢ /J>家族ヨコ住居

で す。将 来 製 図室になるかも 、工ｦＧ Ｑ Ｇｾ 主になるかも知れず 、

何 に転用 されるか解り ませんので 、二階: 立風呂便所洗而

所 D他1ま間仕切 がありません。カーテンや、衝立の脚の

ないものをと隙手持釣ってみたり、折ｾちｊｊｪｩや、 ｅ正 ま羽 ｉ

の佼 fごれ等で適当に区切って 使 っています。 2ρ 人く勺 L 、

の忘年会 !r も充分で、な to其他 'ζ 控乏がとれ 4 悠々さよ

所 調 納 設。 有 難さです。床Ｚまｾｾ生と倉敷綴 ｩ 辺 Ｈ 仰と綿 ｄ

製品) を上1 ( 敷 いた 乃木 椅 子 ( 折畳み安来的子 ) を勝手

の処 Ir 移動する乙とにしています。小さな: ! l ! ，llJ を慾凝 っ

fこ使い方 Ir という考えですから 、笑われら ことだと思い

ます. ま fこ掃除 :r 使利 D ため 配 管 設備 ま全部 j i のなかに

露出 でペノキ塗にしました。友人が来て乙れよオブフエ

ーfごと いってくれましたが . 1まめられた のか、 けなされ

のか解り ませ入。三 階怨を 住居と設計乃場との ニつの目

的 lL SIl!，Ii!リり にしま したので 、階段もたくさ八ありますか

ら割合κ 便利 です。 始 め' ま初i で両側 1ζ パイプの手抱を 附

2 4  

けたのみでした が、どうも婦人の昇降の際 lζ 待 っていな

ければならないので、前述のi 2 .:: れや 、街障子で一寸風勢

を添える乙と ｋ しました。 ｪｪｾＧ 里ち老人が来た折 ｬζ 、急え

階段なので脚下 !J>危なくな し汁、と心配しましたが、両測

に手溜があるの: 立大宮よ ν 乙とだと覚めてくれました。

そういえば笠脇 ℃そんな馬鹿げた仕事; 立近頃しないこと

が多いかも知 11. ません。

外部1'''' 日本油脂 乃ニツ プとい う防火塗同を木鉄会 ] l l r

用いました 。 ｾｦｬ 孔 部 Ｓ 全郊雨戸 がつい ていて Ｎ その雨戸

のZ長期も同隊ニ Y プを 川 '，' tこら、ペンキの職人 さんがこ

ぼし乙 lまし. ゐ主れて熱心 !r 塗ってくれました。乙れで

消防ｾも八十ￄｻＺ ＩＩ 近 い距 雌 にある刀 ｦ ごし 、大丈夫だ と思

っています。 尤も自 家出火 ' J . 自業自得ですが、亦E量恨 ユ

ラブ下 :r:;::i 包状ガラス l 吋を- l )レタ J レで貼り ました。 |釘

熱} ) : こめですが. 案外大丈夫 について全々 |削誕l ゐりませ

1，。

カー テノ: 立今. p ら考えて失: えでゐったと思いますが、

ビニー J レE 相当用' ，' ました。間仕切りないので、 保語1用

と思 Ｉｴ 二乙と二Ｎその ｩｩｬｬ りでして 、 ｼ出仕切 Ｈ ｾり に冬 ｽｉ Ｂｾ ｩｬ

K 風を防いでく H ます。た、風化ヨコ点と耐久力の J誌で失

敗と思います。各階 1r1 .2m" の便所i ' 1 ケ所づ、設けた

の: 立調法 にしてお ります。二階が住居 の中心で 、その為

Ir バルコニーを南に設けました。敷地が道路より低いの

で見透かされにくいようにガラスを用い風 が通るように

透かしま した。 OM孔部 の上の 煽 it 雨のためと 明 るさとの

ため ｾｉ ごれがうよえにしましたが 、 乙れ等・ Ｔ 先日のぬ風で

も大丈夫でした。近所の瓦が飛ぶ程 1コ強い風雨でしたが

そうい った 時 1ζ も安心という のは 、 乙ういった不燃制法

のおVi tごと感謝 しています。また当然 のことながら 、風

通 しのよいプラン I?:. しましたので 、ゃなり u.立多少i艇の

ようです。特 ;ζ 二階の中央 は肢も快[ 自の空間で、主続き

であっても、商や東の鮒ま暑さが少し多いようです。全

く微妙なものにと思います。

建物 の凶 り は芝挺 ｋ し一 部 Ｑζ ピノポンと 鉄線ｾ 1'1ーって

います。煽下 ;立予定機 1) 気分で玉石を置き ました。 東側 の

方立地形上影 ぷ多いので熊笹を生茂らす '!l' l りで拾石にけ

はしています。見え蔭れにー寸石の引がの・ε くとけう耳u

胞でした が、Z定外租; 空〉 組付 i L失 ' 怯すると，' . ぬかつ て、今

もって戦災の焼石が視であります。泌物の北側' 立、車よ

り強いも のと思って石話を 植え ましたら 、大厄元気 よく

蔓 延 って 、乙れ が伝石 を埋め尽してくれる のを 楽し んで

います。柏木屋氏常緑ご早〈育つものを依頼したら、花

あかしゃを植えてくれました。一年間1 ( - 丈も生長して

くれます。アテヰでたくさん見たような気がしますが案

外引 のものかも9 alれません。

独身者 の青年等 のために別練で、寝台III のような広 さ

のベ Y ト付コ ンパートメノトを数室作 っていますが 、乙

れは樽i定的なもので、早〈不燃の祭 IL 作りたいと思って

います。けれども愈々高価になった費用の点から、乙れ

は今のと乙ろ将来の希いと楽しむよりほかいたし方なく

なって 、残念至極であり ます。 29.10.13



建 築 の 評 価

最近名古屋土木建築労働組合がさん下の大工左官はじめ各職の労力と資材を動員して「建設産業会館」を建てた。尖

った角地 IC 5角形のプランのその建物は華々しく建築の雑誌に紹介されるよ うな「近代建築」ではない。応接室の家具

のデザインもど乙かやlまったい所がある。けれども立派な建物はL、くらももつくったが 自分で住んだ乙とのない建築労

働者たちがソファにすわってみたいと時々やって来て、組合の打合せなどしていく。皆自分? こちでつくった自 分たちの

ものだと誇りに思っている 。近くその外壁K 乙の組合の人? こちにとってモニユメンタルなレリーフがつけられるよう、

きるデザイナーに原案を委螺している 。私たちは今まで建物の出来上りだけをみてい h 建築fご、まづい建築Tごといって

来 fこが、 ζ れは建築家の関心の狭さをあらわすものでなかろうか。そんな見方fごったら、総評会館の共同設計や「民建

方式」などに. . ，' i 御苦労さん」とし、 うだけの受取り方しかできないだろう 。私は乙の建築を 1954年の一つの傑作だと思

う。( 西山卯三)

N  I  C H T  E N D G U L T  1  G !  

今秋の建築学会で‘ 「許容応力度 J I ( 関する懇談会がもよおされた。他の会とからあって出席できなかったのは残念であ

るが、洩れ開くと乙ろ陀よると法規または規準改訂へのねらいらしい。もしそうであれば霊要な問題である。実際にた

ずさわる者にとっても、教育者 lζ とっても「法規いぢり J はあまり有難くない。ぜっかくなじんだものがふいになって

しまう。 ，今までの法規規準はどうも練りが足りないように。きめてか らすぐ変えにくなるよ うでは迷惑千万である。改

訂を志す乙とは結構だが制定までは慎重を期してほしい。朝令暮改ば乙まる。さき C ろドイツ挫屈規定を精銃したが戦

前より mE N T WU R F のま、で、練り K 練ってゐる。引用根拠も明白、内容は初案よりますます充実、わが規準よりは

るかに詳しし、。しかもまだ NI CH T E ND GUL  TI G !  ( 鍛終案ではな L 、) 0  bって他山の石とすべし。( 横尾義貫)

{ ま 床 住 宅 吟 味 不 足

東京から発刊さ れる建築関係の雑誌に、新 u い住宅と して紹介さ !t る作品のうち 、最も目立つものは 、第 l 階の床が

きわめて低く、地盤すれすれ、或は少くとも 20c m以下位のものが多いことである。乙れらの家は、 イユ、テーブル、

寝台の洋風住宅て' ゐることから、和風住宅程の心配( まないであろうが 地面からの湿気による衛生上の欠点、がないので

めゐうか。主っとも乙れらの住宅が、高い地盤の上にたてられ、水; 立けのよい土地であれば、 乙の心配はないでゐろう

が、 δ もなり ｾＧｬ， Ｚｩ 、床面をはう習性を持つ赤ん坊の衛生上惑いように思われる。欧米における低床住宅の建てられた地

方の年間降雨量、湿度などをしらべて、日本のそれとの吟味を経 fこ上 IC、欧米式のものを採用したのであろうか。乙れら

』ζ 対する意見並びに居住者の意見を聞きたいものである。乙乙に低床住宅といったのは建築史上の窓味とは異ります。

乙の点注意。( 沼口 甚吉)

ガ ラ ス の 壁

[ 建築のデザインの新しさは、使ったガラス面積の大さに比例する J . . . . ・乙んな定義があろう筈もないが、最近、国

内に出来上った、いわゆる新建築を見ると、乙んな定義でもゐるのぢゃないかと疑われるものがある。そのような建物

は東西南北、四万とも全面ガラスで、つまり、床と方弁と窓があって 、壁がないのである。

窓は、いうまでなく、光を透す為のものであるから、窓が大きければ、室内が明るくなる乙とは勿論だが、室内が戸

外と同じ明るきにならねばならないと云う理屈はないヲ否、むしろ、我々の生活々勃の中 lζ 、ある程度の暗きの必要な

もののある事は、法政大学の ｾｫ 授が、法政大学読の建築について述べられた通りである。

その上 IC忘れてならない事は、壁が. 屋外の温度を遮断して、屋内を住みよい環境にするという役目を持っている ζ

とでゐる。墜にけぢゃなくて 、建物が人類によって考えられた時から、そのことが建物の最も大切な目的であった筈で

ある e 壁の全面をガラス張りにして、その為に室内温度が一日中、屋クi より高くなったりしては、建物の使命の半分は

失われた乙とになる。

ガラスは、汚れK くいし、洗い易い長所の為花、鐙材料として俊れていることは否めないが、同時 K 熱の遮断能力の

極めて小さいことも忘れてはならない。 乙の点は金属板も同様である c 優れた断熱材が容易に手 fr . 入る現今では、断熱

材とガラス金属板と組合せて乙そ、墜としての使命が果主れる筈でゐる 。

建築は設計者のものではなし、。使う人達のものである 。使 う. 人の為の機能を樹上げし、設計者の自己満足の為iζ 形の

美しさだけを追うならば、やがて再び新建築運動の展開される日 か来 るであろう。( 船越義房)

2 5  



紫

民謡の時間 ( 相川音頭)

ｾ平記物 が 新聞雑誌にノ、 γ ラ γ している。史眼のある

人やコヂツヶ解釈の上手な人はこれをt皆目と結びつけて

一席諮る結果になるであろう。私は酒興の間一種のスポ

ーツとして民謡を唄う悪癖を持っている。この義経の弓

流しの伝説を軍談風に，あるいはピワ現民に高唱する

「相川音頭」は岸田惇土から伝授を受けつつある。同博

士直々の師匠中田猛氏はこの音頭と同じ佐渡の生れ，福

井大学出身の施工業者であるが，相J IIを語つては広く天

下一品の評がある‘ その諮り口は豪放にして情緒あり悲

壮に して迫らず，これこそ正調だと感じた。岸田博土は

この大師匠より 70点、の合格点を頂いている今その誇り口

は豪語にして男々しく独特の風絡がある。建築界では福

井大の吉田宏彦博土これに次ぐであろうか。私は岸田博

士 より 20点と言う情ない点、を頂いている。理由は」この音

頭 の性根とも言うべき「突込み」と「歯切れJ に欠ける

か らである。しかしそれが出るには一年や二年では及

びもつかぬ と言 う難物である。 関西では，いまだこの音

頭 を聞かないが，何れ稗掲節以上に流行す るであろう と

岸田博士は語ってい る。 つぎにそ の歌詞を記すが，義経

公は他の豪傑連 よりも弱い弓を使ってし、たこと を念頭に

置く必要がある。 なお歌う時には各節宋に拍子 ( ハイ，

ハイ， ハイ) が入る。空寝室と三味線も 入る。

相 川 音 頭

1  どっと洗 うて 立つ波風の

荒き折節 義経公は

如何しつらん 弓取り落し

しかも 引潮 矢よ りも早〈

煙

「晶司.

主

浦 辺 鎮 太 郎

2.  波にゆられて 主主に遠き

かたｾ

弓を敵に

動を町: . ，に

泳ぎ泳かせ

渡さじものと

打入れ給い

敵白色丘〈

3  流れよる弓 取らんとすれば

敵( 立見るより 舟i腎ぎよせて

熊手とりのベ打ちかかるにぞ

既にあやふく 見え給いしが

4  すぐに熊手を切り払いつつ

遂に弓をは 御手に取りて

元の渚に 上らせ給う

時に兼房 御前に出でて

5  さてもったなき 御振舞や

たとえ秘稜の御弓にして

千々の黄金を展べたりとても

君が命の 千万金に

6.  換へられうかと 涙を流し

申し上ぐれば否とよそれは

弓を惜 しむと 思 うはおろか

もしや首公に 弓取 ら九なば

7. 末の世 までも 義経 こそは

不覚者ぞと 名を汚さんは

無念至極ぞ よしそれ故に

打たれ死なんは 運 命 な り と

8  語り給えば 兼房はじめ

務軍勢みな よろひの袖を

しぼ出羽‘ り tこ感嘆したり

し ぼ 引 か 、 り に 感 嘆 したり

既に建築専門誌上で御覧になっていると患いま す古文

章複を脅きま すが， レーモγ ド建築事務所設計大林

組施工 のこの作品につ き注文者であり利用者であ る

同社の方から「作品のその後」につい て次のテレタ

イプを戴きま した。 (小倉の本社より大阪支社宛)
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i  神 戸 市 星 陵 高 校 生 家 族 の 居 住 状 況 か ら

し"剛川f…

住 居の

I 緒 言

戦争による住宅の消耗，海外引揚者および人口の自然

増加による住宅需要のt闘は，戦後の経済的政治的事情

とあいまって未曽有の住宅絡をきたし住宅問題は現今

国民生活上の最重要問題である n

そもそも住居の第一の目的ｾ ＭＺｴ家族の心身の健康保持に

あるが，人間の住居に対する適応鎗力がかなり 大なるた

め，階屋に住む場合にもあたかも動物園の燈に飼い馴ら

された猛獣のごとく，天然の性をそこなわれつ与も，さ

して苦痛を感じなくなる場合が: 少くないようである。 し

かしながら不良住宅が長期間の居住生活において. 健康

迫害の要因たることは疑いない。しかして住居が永久的

であればある程，その構造はより衛生的でなければなら

ぬことはいうまでもなL 、。か L る意味において住居の基

準を定めることがきわめて電要となってくる n

住居の基準については三浦教授の健康生活の佳居の広

さの最低基準がある。この基準は換気論を盈縫として住

居の広さの生理的要求の最低限を求め，これに生活の利

便をも考慮して若干の安全弁をみこんで定められたもの

である。これは健康生活保持のため，これを下廻ること

を避くべき最低線と考えるべきであり，猛獣に対する動

物園の撞に似たものとも考えられる門

こ与においてわが国民の生活習慣や居住生活の実状に

照して無理の少い基準を設定することもまた必要となっ

てくる。か L る基準を表者等は住居の広さの国民線と名

付ける 。この線は最低基準を上廻るべきは勿論である。

住居の広さの国民線は奈辺にあるべきかの この問題の解

決には国民居住生活の突態を把盛することの必要である

著者等はか L る意味で戦後神戸市において若干住居の衛

生学的調査研究をおこなってきたが，その一環として神

戸市星陵高校生家族の住居調査をおこないその成績より

住居の広さの層民線を求めることを試みた。

E 調 査 方 法

調査は昭和25年 7 月神戸市垂水区星陵高校生

に調査用紙を配布，記政せしめておこなった。

得られた回答は 566 例であるが，そのうちから

夫婦ともに健在で同寝する世稽を撰び就寝秩序

および寝室食室の分離を条件 として居住部の広

さの圏実線を求めた。

主要調査項目はつぎのごとくで‘ あ。。

国 民 線 i  

長亨' " …

1  一般的事項

1) 性別年令別家族構成 2) 居住地 3) 戦災， 非 戦

災の別

2  居住状況一波

1) 自家，借家，社宅，寮等の別 2) 平屋二階建の別

3. 主として家屋構造上の事項

1) 家。長執の方向および最大闘技方位 2) 給水方法

3) 便所の極額 4) 各室の日射，採光および通風の良

否 5; 冬季採援法

4. 主として倍{ 主部の広さと居住機式とに関する事

項

1) 各室。広さお よび用途 2) 袋室と就寝者の性，年

令および家族的関係

E 間 査 成 績

( 住居の広さに関するものを除く)

1  一 般 的 恵 項

1) 居 住 地

垂J j ( 区最も多く (74' } 6 ) ‘ 須磨区これにつぎ ( 14' }6)，こ

れらについで長田区 ( 5 ;i G) ，英他明石市，生田，兵庫等

の各区である。

2)  世帯の家族数および性別年令別人口構成，戦災，非

戦災両世稽群問に有意の差なく両者を一括すれば，家族

数分布は表1のごとくであり，世帯平均家族教は5. 8人で

ある。また全世待の性別年令別人口構成は表2のごとくで

表 1 世借家族数分布( 平均5目 8人〉

十人数1 21  3  ¥ 41  51 61 71  81  91
10

卜1I  12 川

平liltJ2111444214古

表 2 性別年令別人口総成

あり，男女ともに10- 19才最も多く， 40- 49才がこ れにつ

いでいる。これらは高校生を持つ世帯の年令構成の特長

を示している。
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3) 戦災世宇野と非戦災f量得 若手間に差なく これを一括すれば表 6 に示すごとくであ り

566世帯中，非戦災世帯 364 (64. 3%) 戦災世帯 202世 南が最も多い。

帯 (35. ＷｾＶ Ｉ である。 表 6 家屋最大開放部の方位

2 居 住 状 況 一 般

1)  自家，借家，社宅 ，寮等の別

自家借家等の別はこれを非戦災および戦災世情群別に表

表 3 自家 ・借家等の} j IJ よりみた世帯数

ｉ ｾ ｜ 自家ｼ借家ｼ田ｼ寮ｼ質問ｼ仲

! 戸
非戦災一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一

%  1  55. 2 1  34. 6  I  6. 9 1  0. 8 1  o. 61 1. 9 刈

戦災一一%一一一4一2 一1 I  42. 6 一一8一9 一一4. 一4 一一1. 0一一1一. 0一一一10一0  

世帯数 4  9  

計

。ん 0. 7 1. 6  1∞|  

3に示した。表3ロみるごとく全世待については自家が約

半数を占めているが，戦災世帯群では非戦災世帯群に比

しあきらかに自家(主少く自家以外が多い。

2)  平屋，二階建の別

平屋と二階建との別は表 4 に示した。表にみるごとく

全世帯については平屋は二階建よりや L 多し、。 しかして

戦災世稽では非戦災世常に比し著闘に二階建か少 く平屋

が多い。

表 4 平屋二F皆建の別よりみた世帯数

|平 屋 | 二 階 建 I I十

非戦災世帯 1 1 7 7 1 8 7 卜 6 4  I  

戦 災 世 帯 ! 1 2 5 1  7 7 1 2 0 2  

計 1 3 0 2 1 2 6 4 1 5 6 6

3.  主として獲量得途上の事項

1)  家の長戦の方向

家の長輔の方向は非戦災，戦災両世帯群聞に差なく，

これらを一括すれば表5に示すごとくであり， 東西が最

も多く南北がこれについでいる。

表 5 家の長戦の方向

|ト西 |南ー州内西|北日東|計 |

字lt l三flf lづ141
2)  家屋最大開放部の方位

家屋を最も広く開放しうる方位( 主非戦災，戦災雨↑ 投手持

28 

3) 給 水 方 法

給水方法はこれを表 7 に示した。表 7 にみるごとく，

表 7 給 水 方 法

計

大半は水道水を用いている。しかしながら高校生子女を

有する社会階級中，水道水，弁水および両者兼用のいず

れの世稽群においても，専用の給水施設を有せずして他

世帯守と共用の給水施設のみに頼るものが若干あることは

注 目すべきこ とで、らる。

4)  便所の種類

便所の種類はこれを非戦災および戦災世稽群別に表 8

に示した。表 8 にみるごとく大多数の世稽では専用溜便

所であるが共同便所が若干為ることは注目すべきことで

ある。戦災， 非戦災世稽群別には前者は後者に比しあき

らかに共同便所が多し、。 また前者は後者に比し大小便所

表 8 便 所 の 種 類

分繰が少く ー穴式が多い傾向が認められるが，これは有

意ではない。

4.  { 霊室の日射，採光，通風および採媛法

1) 日 射

会調査例 566世待中冬季居室に日光が当るものは 77%



当らぬものは2 3 %である。夏季佐室

に西日がさしこむものは36%. さし

こまぬものは64% である。これらの

成績は防署ー防寒上不利な住室がかな

り多いことを示している。

空|弘容
ｾ＠ 1':' 事

4 >つ

ーi.. ' 1 一人 危
平均一人: え乙

イ 主 主 宰 え蒜 宝 t

A，右b 本主 J干

耳P 啄 祷

Z  量約

害L 害、
、，<1 ｻ・ ｩ ｓＩ 有ｾ ＮＮ .，主

2) 深 光

夫 主事J i i 1 5 3  

分 1' 3 l ｴｊＮＢ ［ ｾ＠ Iil l-¥> .3 

金調査世宇野中 居室が閲るいと答 |去を113 H 渇星寝 In-

えたものは75%. 中等度と答えたも |  |  言-t I N 1 15- 7 1 U6  

のは 19%. 暗いと答えたものは 6% 1不 | 矢 崎 将 I 3/  

であるe

3) 通 風

金調査t社常中，居間の通風良好と

答えたものは91%. 不良と答えたも

のは 9% である 。

必 113Hl 包 ;E 穏120

品
113U，沿dt l s今

忌邑

l t 

ＨＱｾ 考Ｉ

4)  採箆法

全調査世帯中，火鉢のみを使用するもの53%. 短憶のみ

を使用するもの28%. 両者を併用するもの10%. その他

ストーフ，電導型器，いろり等である。

1V 住居の広さに関す る調査成績お よび望号機

( 居住部の広さの国民線)

1.  住居の広さの国民線の提唱

わが国の憲法第25条にうたわれている健康で文化的な

最低限度の金活を営みうるためには住居はし、くたの衛生

的，心理的および社会自匂条件を満たさねばならぬが，居

住部の広さについては第ーに寝室と食室とが分離してい

ること，第二に夫婦の寝室にはおそくとも思春期以上の

子女を混寝せしめざること. 少 くともこれらのこ大条件

が国民の生活習慣上たいして無理をせずに満足されなけ

ればならない。国民経洛の現状に鑑み，これをもって居

住部の広さの当面の国民線を定めることは妥当であろ

う。 しかしてこの国民線を高校生子女を有する世帯の成

績から求めることは適当と考えられる。

著者等は前述の調査全世帯 566例中夫婦ともに健在で

かつ夫婦は同一室に就寝する 272 t性格を撰びこれを寝食

分離および不分離の二世帯群に大別し，さらに両世幣群

をまt疲秩序別にそれぞれ夫婦の寝室に子女を混寝せしめ

ざる世待( 夫婦寝と略称) . 13才満の子女を混寝せしめる

世宇野 ( 13才未満混寝と路拡) . および13才以上の子女を混

寝せしめる世帯 ( 13才以上混寝と路紘) とに組分けして

各組における世帯員平均一人宛の寝室面積，住室面積お

よび佐隻数の分布および平均値を求め，また，これら各

世帯の居住状況とそのよってくる所以を検索しこれら

を綜合して居住部の広さの国民線を推定した。

言吟まにあたっては成人単位を用いず突入数を用いた。

この理由は幼少者は成人に比し安静時に代謝量が少くま

た占有容積は小さいが元来かれらは活動的であり，住居

本来の目的上その所裏面積が成人に比し狭くてもよいと

いう積極的根拠に乏しいからである。

/1， 1 /，.012.23 

) O .a  ｾ室町主制 唱 有 1 句 を な し

表 9

2.  寝食分限状況および就寝秩序か白みた家族平均

一人宛の寝室面積，佳室面積および信重数の平均

値について

成績の大要はこれを表 9に示した。

表9 にみるごとく世帯員平均一人宛の寝室面積. { 主室

面積および佐室殺の平均値は，それぞれ寝食不分隊世帯

群では分離世待群よりも小さくその差はし、ずれも有意で

あり，また両f性格群内の13才以上混寝組と夫婦筏組につ

いて比較しでも，それぞれ前者は後者よりも狭くその差

はいずれも有意である。これらの成績はいずれも寝食不

分様ならびに13才以上混寝世帯は実際問題として住宅管を

示すものであり，世帯平均家族数がさして大きくないこ

ととあわせ考えれば，住居が狭院に過ぎることを物語る

ものと認められる。

3  寝室面積の国民線について

寝食分離ならびに不分離両群の平均一人宛寝室面積分

布を世帯累積百分率で示せば，図 1 のごとくである。

図 1 にみるごとく平均 一人宛寝室 面 積は， これが約

1. 7帖に淫してはじめて寝食分離，夫婦寝がみられるよう

図 I

/11" 
， _.-

ｾ＠
I  . '  

r; 

80 

4・9  九，

意

r  
キ奇

60 • 
5  

， 

• 
4子

拘

/ 万一端叫寄与

-・・. ft-事包 I H品 ι

.t' }.o ーＭｾｾ悦 ・ 覧碍

一・干分.."3耳‘ U 主

J  ;. s'  ｾ＠

平 均 ・ f 、究報 't : 面積{ 枯J

になる。これが3. 21陥においては寝食不分離. 13才以上

混寝世稽累積は. 100% に還する。またこれが3. u! 陥以上
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においてもなお寝食分離， 13才以上混寝世稽なゐびに寝

食不分様，夫婦寝世宇野がみられる。

寝食不分離ならびに13才以上混寝世待の個A ' tこっき住

居と住い方とを仔細に調べたところ，平均一人宛寝室面

積 3. ｏ ｾ 占以上のいずれの例においても，寝食不分離また

は13才以上海寝の原因は下記 4項目中のいずれか一つあ

るいはそれ以上にらることが認められた。 すなわち，

1) 住い方がいちじるしく不合理的で客室等は常時使用

しない。 2) 家屋繕造に欠陥があり採光または防署訪寒

等の関係から特定の一室のみが寝室としても食室として

も比較的快であり， その他の室は比較的不快である。

3)  各室( 面積〉の設計が不合理的て‘ 隻数は多いが，一室

のみが的占または4. 5中占で全家族の食室ょしても夫婦の寝

室としても適当であるが，その他の室はすべて小室かあ

るいは板敷でペ y トはなし、。 4) 家族数は3人でおる 。

上述のごと く，寝食分綴かつ就寝秩序を保つためには，

世帯員平均- j ¥宛寝室面積は 3. 0 帖あれば充分とすべき

であろう。 これに反して3. 0帖未満の場合にはかならず

しも上述4項目のごとき原因をみいだしえずして寝食不

分灘為るいは13才以上混寝の例が多い。

これらを根拠として著者等は住居の広さの国民線は世

待員平均一人宛寝室面積についてはこれを 3. 0佑とすべ

きであり， 3. 0帖未満におく事は不適当であると認める。

この国民線平均一人宛寝室面積 3. 0帖は三浦教授 J ) の

生理的要求成人一人宛 ＴＮＰｭｾ を上廻ることはもちろんで

あり，健康生活最低基準成人一人宛 6. ｏｭｾ 日句 ＳＮＶ 帖 Ｉ

に比し一見狭いようにみえるが，調査世帯の年令構成ま

たは日本における年令別人口構成を考慮すれば，これと

ほぼ同様かあるいはこれを若干上廻ること与なる。 また

相沢教授i ) は調査成績からおおまかに就寝秩序維持のた

めには一人宛寝室面積の低限はこれを 3帖とすべしとし

ているが，著者等の成績もこれがほぼ妥当なることを示

している。

4  佳室面積の国民線について

寝食分離および不分離両群の夫婦寝組ならびに13才以

上混寝組の平均一人宛住室面積分布を世帯累積百分率で

示せば図 E のごとくである。

司世

暗偉

‘申 80

5 60  

540 

幸

%  

釦

図 E  

え "f 6 冒 10 ｉｾ＠ (純

平 均 一 人 泡 住 宝 吾7 本音

図 E に示すごとく， 平均一人宛住室面積はこれが約

2. 6帖以上の場合には巳めて分離， 夫婦寝がみられる 。

また5. 7帖以上の場合は， 不分離， 13才以上混寝世帯{ ま

消失する 。 しかして 5. 2帖以上においても，分離，夫婦

寝をおこなわぬ世情がかなり多い。

寝食不分離ならひ・に13才以上混寝也: 稽の個々につきそ

の住居と佳い方とを仔細に調べたところ，イ主室面積 5. 0

帖以上の場合には，寝室面積 3. 0帖以上の場合とほぼ同

様 iこ寝食下分離または13才以上混寝の原因は住い方の不

合理. 家屋構造の欠陥，各室設計の不合理または家族数

3 人等にあることが認められた。これに反して住室面積

5. 0 帖未満の場合には，かならずしもか与る明白な理由

をみいだしえずして寝食分灘，夫婦寝をおこなっていな

い世帯が多い。

これらを根拠として，著者等は，住居の広さの国民線

は世帯員平均一人宛佳室面積についてはこれを 5. 0佑と

すべきであり， 5. 0陥未満におくことは不適当であると

認める。

この住室面積の国民線，世帯員平均一人宛 5. 0帖は三

浦教授J ) の生理的要求ならびに健康生活最低基準 ( それ

ぞれ成人一人宛5. 6m! ! および7. 6mりをかなり上廻って

いるe この差異: 主健康生活最低基準等においては極度に

合理化せられて余裕少ない居住状況を目標として理論的

に算出せられたのに対して，国民線においては国民生活

の実際から求められたこと，また前者は食菌室と寝室と

の合計であるのに対し，後者は書斉，応接室，子供主主等を

含んでいること等によるc また大和田，堀内両氏s，は住

室面積の最低浸は5陥なりとしているが，これは東京都に

おける中産俸給金活者の居住状態を調査し，戦災世宇野中

寝食分離群の{ 主室面積平均値が畳数約 5帖なるこ とを理

由としたもので，か与る理由は基準としての侠拠が薄弱

である。

つぎに分離， 13才以上混寝と不分説，夫婦寝の両世宇野

群の生ずる所以につき若干の考察を加える 。図 E にみる

ごとくこれら両世帯群の平均一人宛佐室面債のi住稽累積

百分率線はよく似ており，両者は分離，夫婦伎と不分離13

才以上混寝との中間にある。また両者の世情数はそれぞ

れ43および31で大差はない。これらのこと突は住室面積

の関係上分離・夫婦寝は困難であるが，不分離， 13才以上

混寝を余儀なくされる程狭くはないというような世椿群

においては，分離を撰ぶか，夫婦寝を撰ぶかのいずれにす

るかは各家庭の事情に応じておこなわれ統計的には任意

に撰奴がおこなわれているとみはなしても大過なかろ

う。

5. { : 霊室数の国民線について

寝食分離および不分離両群の夫婦樹ill ならびに13才以

上混寝組の平均一人宛住室数分布を世宇野累積百分率で示

せば図E のごと くである。
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図E に示すごとく平均一人宛住室殺はこれが約 0. 8 E差

以上の場合にはじめて分離夫婦寝が見られる。また 1. 3

室以上の場合には. 不分離両世帯群はf自失する。しかし

て 1. 0室以上においてもなお寝食分; 紙二間帯寝をお こな

わぬ世帯がかなり多し、。

寝食不分離ならびに13才以上混筏世帯の個々の例μ っ

き住居と住い方とを仔細に調べたところ，平均一入手五住

室数1 . 0以上のいずれの例においても‘ 寝室面積3. 0p占以

上 や佐室面積 5. ｏ ｾ 占以上の埼会とほぼ同様に住まい方Ｎ

家屋構造および各室の設計等Jこ欠陥があることを知っ

た。これに反して0. 9室および0 . 8室の場合には，かならず

しもか ふる朗自な理由を認めえぬ場合が多く， 0. 7 室以

下においては分離夫婦寝は不可飽に近いと准定される場

合が殆 ど大部分であるハ

これ らを線拠として幸害者等は，住居の広さの国民線は

世稽員平均一人宛住室数については、 これを1. 0室とす

べきであり ，0. 9 室以下におくことは不適当であると認

める。

この住室数の国民線は5人家探については5隻 となり，

これは三浦教授。の健康生活最低基準 l 家 族 ( 4成年単

位) Ｔ 室［二比し実際 ｾ￭［［ｬｅ として Ｑ 室多くなっている。しか

して 5人家族 5室ならば、個人の pnv a c y もある程受保

持しうると考えられる。

マ 絵 籍

著者等は国民の生活習慣ないし居住金活の実状に照し

て無理の少ない基準を住居の菌兵線と名付け，神 市 星

陵高校生家族の居住状況よりこれを求め， 居住都 広

さについての国民島県( 主. 世待員平均一人に就き寝 面

積3. 0悩，イ主主主商積5. 0陥 ・ 住室数l とすべきであること

を認めたれ

稿を終るに臨み. 調査に援助を与えられた京大三浦迩

一教授，また調査に直接協力せられた星陵高校橋本教 官

ならびに関係各位lこ謝意を表します。

文 献

1)  三浦逮ー ， 公衆衛生学雑設 6，65 ( 1949) 、山口医

大産業医学研究所年報別居1) 1， ¥ 1953)  

2)  ; 相沌竜; 第 8 [ o ; 公衆衛生学会総会演説抄録、13

7頁 ( 1953)  

3)  大和田国犬、 堀内 一弥 ; 公衆衛生学雑誌、7、

1u5  ( 1950)  

( 筆者 神戸医科大学衛生学教室〉

住居の国民線を読んで」

戸田 ・長両氏の冷文は学術雑誌に発表 してもら った方

が適当と思うが 、本 誌に誌面を提供するのも、こうした

問題を 「述築と社会」がとりあげていきたいという念願

からである 。 しかしここで著者が提案している「国民

線」 なる ものの性絡がはっきり せず、やや大げさな呼び

かけになっている 内住宅の 適正初準の量的基準を求めよ

うとしているのか、統 Jt 的数値の簡単な評価の基準を求

めるようとしているのか、とにかくこの「国民紋」 を何

につかおうとしている のか、いささか不分明である。 も

し住宅の標準の様なものをめ Y しているのなら 、むしろ

この 1 人当り居室 5 帖とか寝室 3 帖とかをだす前提とな

った食夜分離や隔離就寝などの内容の 検討の方が重要で

ある。衛生学者的なわり切りように不満があるが、 こう

した問題にかぎらず今後専門をこえた研究の交流と討議

が 要 求 さ れ て い る こ と を 痛 感 す る 。 ( 西 山 卯 三 )
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外 壁 帳 壁 の 耐 火 構 造 に つ い て 一 一 日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会 編

一一令第107条第 1 項 第 7 号に基 く指定について一一

建阪省管市1111305号

建築基準法施行令 ( 昭和25年政令都 38号) 第107号第

1 項第 7 号の規定に基き，グト壁のf綬壁( 延焼のおそれの

ある部分を除く。〉で. 1 に規定する試験体が 2 の試験方

法により 3 の規定に適合する場合において，この試験体

と同ーの権造を有するもので軸組が不燃材斜で構成され

且つ，構造部材に対する取付方法が構造上及び防火上安

全であるものは，同項第 1 号のハに該当する耐火梼造と

同等以上の耐火性能を有する ものとして指定する。

1. 試験休は， 下記のイ からへ までに該当するものとす

ること 。

イ 屋外商は，不燃材斜で構成すること 。

ロ 材斜及びその構成は，建築物に使用する材籾及び

その構成と同ーのものと. すること。

ハ 建築物に施工する場合，外壁の帳壁に継目その他

防火上の弱点がゐらわれる場合は，それらの弱点

が試験体の中央部にあるような試験体とすること

形状は短形状のものとし，大きさは各辺の手さを

ωセシチメ ー トノレ以上とすること。

ホ 試験に用いる試験体は，これを溝成する材料が気

乾状態に乾そうしたものとすること 。

へ 製作数量は，屋外面叉は屋内面を加熱面とした試

験についてそれぞれ 3 個とすること。

2. 試験方法は，各試験体の屋外面叉は屋内面を加熱面

としてそれぞれ 3 個ずつ日本工業規絡 「鉄筋コ γ p

uート造，鉄骨鉄筋コ γ F リート造および鉄骨コ γ

クリート造の防火被覆試験方法J (J I SA1302) の

3 章並びに 4 章の 1 及び 2 の規定によって行い，時

間温度標準曲線によって45分間加害現し，以後30分間

にわたって徐々に加熱温度を下げること。

但し，材草寺の構成が壁厚中心を車由として屋外側と屋

内側が対認である場合は，屋外面叉は屋内面のいず

れか 1 の面を加絞首として試験を行い，他の面を加

害事面とした試験を省略することができる。

3. カ日製試験の結果，試験体がいずれも下記のイからニ

までに適合すること。

イ 加熱試験中において，試験体に火焔が透るき裂を

生じないこと。

ロ 加黙試験中において，試験体の加熱面の反対面に

おける防火上有 効である材斜の表面温度が 260度

をこえないこと。

ノ、 加黙試験中において，試験体の屋外面の材籾が脱

落しないこと 。

32 

加諸島試験の直後において，試験体の屋外国の材籾

に注水した結果，その材斜が欠落しないこと。

昭和 29 年 8 月 5 日

建設 大 臣 小 沢 佐 軍 事

建鎮護準法施行令第107号第 1項第 7 号の

規定による外量産の帳盛の耐火傷迭の指定

について

(昭 29. 8.  30 儲 第 市号)

建設省住宅局長発大阪府知事宛/

標記について，昭和 29 年 8 月 5 日付建設省告示1305号

で前記の通り告示されたがこれが取扱いについては，下

記事項に御留意の上遺憾のないよう御配慮を煩したし、。

記

1  最近耐火建築物が普及して来たが，建築物の岳室の

経滋叉は意匠上のため，建築物の外局を大きなガラス

張りとすることが多い。これは関口部であれば延焼の

おそれのある部分においてもスティ ーノレサッシュに網

入ガラスを入れれば乙種妨火戸となって差支えないが

ガラスの代りに不燃材料叉は防火材料を用いて開閉が

出来ないような設計とした場合は，網入ガラス窓に比

して防火上は良くなることがあるが，建築基準法令上

は墜と解せられるため耐火構造の規定に適合しなくな

る。然し防火的な壁材!併として防火用石綿セメ y ト，

板，石膏板等が市販されており，これらを用いて耐火

性能に富む外壁を造る工法 もあるので，この告示によ

り外壁の帳壁にE艮り，軽量な耐火構造の壁が認められ

たのであと?。

2  これらの帳壁の軸部，及び屋外面の材料は不燃材斜

でなければならないが，屋内面は保混，防音，意匠等

のために可燃材料を使用しても壁体の主要構造の材紛

で耐火性能を有すれば差支えない。然 し こ の 壁 の 取

付け方法は耐久性があると共に地震時においても脱落

することがないと認められる構造であり，更に下層階

の関口部叉は玲接建築物からの火焔を受けることが為

っても壁の軸部にした鉄材等の伸び，湾曲等により大

亀裂若しくは脱落するおそれがない構造であることを

必要とする 。

3. 告示の 1 は，この壁に使用する材料の試験体に関す

る規定である。試験体は屋外面が不燃材斜で構成され

たものに限られる。製作数量は告示の 2 の但溢に該当

するもの以外は 6 個であり，既成壁材斜のみで構成す

る試験体はその材斜製作後30 日以上，その他の試験体



は次の通りであるから建築主事に対しては， 事産認申請

書の審査に際してこれらの所で試験に合絡した証朗建

叉はその写を添付せしめると 共に特に2. クコ事項につい

ては慎重な審査を行うよう御配慮を煩したい。

東京大学建築科学( 防火研究室〉

東京都 ( 建築材斜検査所〉

東京消防庁 ( 予防部予防課〉

建設省建築研究所

は製作後30 日以上道風のよい室内で乾燥した上で試験

を行うことが望ましし、。

4.  告示の 2 は試験体に対する加黙方法に関する規定で

ある 。試験は J I SA 1302に規定する 3 級加殺に相当す

る加鵬 鍛 で あ る が ， その判定はこの告示の 3 に規定

するところによるのである。叉， 但警の規定 ( 1，試験

体のいす. れの菌を屋外商としても材料の篇成が同じも

のであれば，加害型試験はいずれか 1 の函を加黙面とし

た試験を 3 回行えばよいので，このような劃験体は 3

個だけ製作すればよいわけである 。

s. 告示の 3 は加黙試験中叉はその直後において耐火性

能を有するか否かを試験安任者が判定する規準に関す

る規定である 。加黙試験中において，火焔が裏面に遥

!，.. .171 i  I  

「芦必「寸

(

昼

外

側

)

噴

火

用

石

練

費

ン

ト

様

省

益

2

4

(

昼

鳥

4・l
、- "

(

昼

外

側

、- "

昼

P事

側

、-"

| 屋 内 面 材 糾 | 中 間 材 斜 l 屋 外 面 開

zi 開 ツ
捕 時 I  防火y 2脂ト8板0綿どセ

25. 0 ミリ 厚メ リ

f2 ¥ 
防火板用石綿セメ 網スガラス板

Lノト 同 上
、』ノ

厚 6. 0 ミリ 厚 5.0 ミリ

〆3'句、 鉄板

同 上 同 上
、、J

厚 1. 6 ミリ

33 

るような大亀裂が生じたり，屋外面の材料が割れ落ち

たり枠からはずれたり，取付部分が割れたりしないも

のでなければならない己叉， ロの規定は，屋内面叉は

屋外面の表面温度が 260度をこえた場合，その面に接

する木材が発火することがあるので，これを防止する

ことを目的として定められたものである。前記の表面

温度の測定に際して屋内面に仕上材斜として可燃材糾

を使用する場合はその可燃M桝を除いた防火上有効な

材料の表面温度を測定した結果が加熱試験中において

260度をこえないことを要するわけである。更にニ，

の規定は加警察試験直後において屋外面に注水して急冷

し，試験体の肢損をみるのであってこれにより実際の

場合消防活動により壁が欠落して附近の人家に危害を

与えたり避難上叉は消火上に支障がないことを穣める

ために規定されたものである。

6. この告示によって現在までに試飲を了し耐火構造の

壁と認められるものは，別表別図の通りである。

なおこの試験を行うことができる施設を有する機関



本 会 活 動 報 告 ( 会 報 ) 一一9 月分一一

週 司 区 会

8 日 4 時一 5 時 半 決 朝 日 ピノレ

伊東副会長外10名出席，議案(1)災害委員会の老朽住

宅対策に関する陳情の件は大阪府会及市会のみならず

衆参両院及建設省にも提出することに決議， (2)府能研

の色彩管理委員会に本会から委員派遣の件は阪大足立

孝，野村建設柴垣貴雄両氏に依嘱することに決輯， (3) 

大和前常滋理事退職慰労金の募集金を協会本会計扱と

する件は事後承認， (4)会員詮衡の件， (5) 十月午餐会の

件を審議の後報告事項を各担当理事から，記念事業決

算報告を大和前常務理事から報告した。

主 冨E 会

8 日 3 時- 4 時 於 朝 日 ピノレ

中野理事外 2 名出席，理事会提出議案を審議。

蚕 員 会

会第曇員会 15 日 午後 2 時- 4 時 於 建 設 会 館

出 席 者 藤 木 委 員 長 外 8 名，事務局 3 名。

藤木委員長ょ O挨拶がゐり，下記の通り報告〈大和

嘱託) 及毒喋企画を協議，今後の会勢発展の為，努力

すること約し散会した。( 決定をみた見学会その他の

催は毎月の会告で発表いたします〉

務事1 . 見学会開催経過報告 2. 会員倍加運動経過

報告 事 業 企 画 協議 ( 昭29年一30年 3 月迄見学

会予定企画〉

教育委員会

14日 3 時一 5 時於朝日ピノレ

鷲尾委員長外 4 名出席 ( 報告L 第 1 回コ γ グ リ {

ト技能講座経過報告横尾主査よりあり，こんごの希望

事項として 的次回講座は次年度委員会に一任， (，ロ)ス

ライド作成の構想を綴る。内小委員会は解消し各支部

での開催は地元で企画実施に当ることとし講師その他

問合せあるときは委員会で斡旋の労をとる等〈議事〉

日野委員より提案，昨年度より引続き開催の「建築後

術教育に関する座談会」を35才- 40才の中堅層を対象

に催すこと。突行委員を鷲尾，中野，上林三氏に. 委嘱

し，出席者の選考; 土問委員協議決定とした。

錫集委員会

小委員会 16日 1 時- 4 時於朝日ピノレ

浦辺委員長外 3 名，事務局 2 名出席。 10月号に紹介

の新建物其他掲載の建物について審議決定した。

本委員会 25 日 10時半- 3 時半 於 朝 日 ピ ル

浦辺委員長外 5 名，事務局 2 名出席。 10月号の経過

報告及び11月号は建築家の住宅特集とすること，英

他12月号以降の企劉について審議決定した。

住宅蚤員会
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小委員会 ( ロ{ コスト ) 3 日3 時一 5 時 於 割 目 ピ ル

今西主査外 2 名， 王事務局 1 名出席。 ロ{ コスト住宅

として部分不燃物を使用すること，材草寺の標準寸法

に関すること等を討議，並びに岩崎建設研究のK 構

造に関して検討後小委員会の方針として工事費に重

点をおいて研究すること， 内部設備の問題を研究す

ること，同時にこれに関し施主啓裳遂動を考えるこ

と等を決定した。

本蚕員会 27 日 3 時半- 5 時 於 朝 日 ピ ハ

中野委員長外 7 名，事務 局 2 名出席。 ローコスト 小

委員会の経過報告並に ローコスト住宅につい て検討

倫本委員会の今後の活動について審議の後委員長提

案の住宅相談の如き普及活動と一方色々の問題を 研

究討議する活動の活滋化を本会の二方針とすること

を審議決定 した。

小委員会 ( 住い方) 27 日 6持- 8 時 於 朝 日 ピル

白木主査外 2 名，事務局 1 名出席。家具と生活内容

生計費 と設備の限界， 現実の設計プラ γ を検討テー

マ と す る こ と と し 筒各委員分担 してデ ータを集め

ることを決定した。

う主規委員会 21 日 3 待- 4 時半 於朝日ピノレ

鷲尾委員長外 4 名，事務局 1 名出席。前回採り上げら、

れた問題の中で大規模建築物の広告の問題，違反建築

物処分の問題，ア ーケードの設置問題等について検討

次回にアーケードの問題について賛成側と反対側の立

場に於て討論することに決定した。

災害委員会

小委員会 1 日 3 時一 5 時於朝日ピノレ

馬場副委員長外 2 名，事務局 1 名出席。老朽住宅対

策に関する建議案の作成につき老朽住宅の現状につ

いて前座，竹口両委員，之が法的対蜘こって柄座，

委員，一般対策について JII 名委員夫々負担すること

に決定した。

小委員会 19日 2 時一 5 時 於 建 材 陳 列 場

6時一 8 時 於 建 設 会 館

積定委員長外5名，事務局2名出席。器ち住宅対策に関

する陳情i 1 l の案文を審議決定した。 10 月考会告参照

工事請負契約改正委員会

第 2 回 2 日 2 時一 5 時於朝日ピノレ

田辺幹事外 4 名，事務局 3 名出席。工事請負契約

並約款第 1 条一第 4 条を審議した。

第 3 回 9 日 2 時一 5 時 於朝日 ピノレ

尾崎委員長外 7 名，事務局 2 名出席。第 5 条ー第 7

条を審議，第 7 条は中途迄審議したが保留となった



第 4 回 17 日 2 時一 5 時 於朝日ピル

尾崎委員長外 5 名，事務局 2 名出席。第 7 条一第 9

条を審議第 9 条は次回に尾崎委員長より案文提出の

こととなる。

第 5 回 22日 2 時一 5 時 於 朝 日 ピノレ

尾崎委員長外 Ｖ 名，事務局 Ｑ 名出席，第 Ｙｾｾ 第 ＱＳ

条を審議した。

第 6 回 30 日 2 時一 5 時於朝日ピノレ

田辺幹事外 5 名事務局 2 名出席。第14家事事15条を審

議した。

建材審査委員会

24日 3 時- 5時 於朝日ピノレ

竹内副委員長外 9 名，事務局 2 名出席。 (1) スチロール

タイル( 精水化学) . ピブロ( 日綿突業K. K) に対し

監E朗脅を発行することとしその特徴に関する文集並べ

にスチローノレタイルに対する希望怠見の文集を審議決

定. (2)塩化ピニー J レバイプ〈久保田鉄工K K) の審査

申込を受付け，同社南営業課長，森田技術責任者より

夫々同バイプに関する説明を聴取し. 29日に工場を視

察することを決定した。29 日竹内副委員長外 4 名，事

務局 2 名，堺市の同社工場に於て製作状況及び各種試

験を視察した。

見 学 会

倉敷紡績新築社屋見挙会 土会共催

9 月 4 日午後 2 時- 4 時半，

参加者約 100名。予想外に参加者多く，倉敷紡績若

木氏の挨拶，渡辺建築事務所の工事概袈の説明あり

順次見学に移り特に正面玄関の白勝再開装置並びに

室内の豪華な備品に注目し，終ってピーノレ の接待あ

り盛会復に終了した。

アシベ劇場見学会 9 月26 日 午後 2 時一 3 時半.

参加者71名，清水建設牧野工事主任よりの工事概要

説明を聴取後 3 班に別れそれぞれ場内の見学に移り

参加者より牧野主任，西}II 設言情l員との質疑応答が

あり. t
l中図書記長の挨拶で有意義な見学を終った。

伊丹基地士宮クラブ，宿舎及尼崎繍給分廠本館見学会

9 月28 日 午後 1 時半ー 5 時半，

参加者20名. 小雨をついて大阪駅前に集合，地建の

提供になるパスを利用，伊丹基地に至る，角田課長

毛色才ィι 拭 ! ｇｴ ｡ｦｴＱ Ｇｴ ￬￫ｴｾ カ ｌ たＯ

日本建築協会・関西建材会・会員

大阪市北玄ｾ篭・震ｦｦＮ IC Iも前

株式会社ケントク 民叫' l ' ; J1唾

胃n 青 扇 動 ⑬ 1 5 4、. SJ J I 膏

の説明で土官タラプ，宿舎を見学後パスで尼崎へ向

上補給分廠本館では，角田氏及多尾氏の先導で竣

功間近い同廠を見学，種々の収獲をもって，大阪駅

前で解散した。降雨の中黙心な会員の参加で叉地建

の御好窓により特色のふる見学会が催することが出

来た。

コンク リート技能講座修講式

6 日 5 時一 8 時 於 今 崎 タ ラ プ

尾崎会長代理，鷲尾教育委員長，横尾本譜施主査外

各講師並ひ・に来賓京大教授郷土外 22 名及び修了者

111名出席，綴尾主査の司会により尾崎会長代理鷲尾

餐員長の挨拶後坂博土より修了者代表に修了在宅設を授

与し修了者に対し歓ぴの辞を悶られた。式終了後商

会提供のアメリカ隠於けるコ γ F リートプロ ツグ及建

築機械に関する映画を観覧して散会した。

午 餐 会 15 円 12時一 2 時 於 今 橋 グ ラ プ

メキシコより帰朝の東畑理事の歓迎を兼ねて開催，

出席者東畑理事，藤木会勢委員長外会員42名，定刻l芳

郎の上藤木委員長の挨拶で一同幹盃会会に入る。

デザ{ トコースにて東畑理事からメキシコの一般事

情や建築に関する興味深き視祭談を承はり，更に同理

事蹟影のメキシコ風物の天然色スライ ド多数を同氏の

説明にて観熔一段と興趣を添えた。なお大和手島日新

常務理事から夫々離就任の挨拶がなされた。

兵庫支郵役員会 22 日 4 時一 9 時 於 部 島

吉田支部長外13名本部大和手島新旧常務辺事出席。

支部長の挨拶の後大和平島幸ir旧両理事から夫々隊就任

の挨拶があって大和旧理事から大阪に於て行われたコ

シグリート技館講座について説明し，兵庫支部に於て

もその開講方を薦めた結果，一同協議の上開催の事に

決定早速突行委員を選任した。ついで議案の大和前理

事退職慰労金募集の件について協議した。部事終了の

後問所に於て懇親会に移り 9 時散会した。

東亜ペイント K Kの御厚意を謝す

今回東可Ii ベイ γ ト株式会社によって本協会事務室

の天井及び壁面のベイ γ ト塗替えをほどとしていた

だき，事務局一間よりあっく御礼を申しあげます。
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回 9，700. ー￥ 計察

以上正に受領仕りました。
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500. -

30. 000. -

3，000. -

500. -

2，000. -

1，000. -

2，000. -

500 ー

分〉

浅 井 貞 治 殿

道 田 泰 治 郎 殴

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社 殿

関 西 大 倉 学 園 建 交 会 骸

田 口 信 夫 居 生

日 本 ス タ y コ 株 式 会 社 殿

井 上 鴻 太 郎 殴

野 中 突 殿

岩 下 久 哉 殿

( 以上申込金額計￥88，000 ー)

込( 申

5，000.  

1，500. -

10，000. -

3，000. -

10，0∞-

2，∞0. -

10，000. -

4，000. -

1，000. -

1，000.一

棚 僑 諒 殴

白 石 登 喜 男 殿

東 海 電 気 土 木 株 式 会 社 殿

高 矯 隆 夫 殿

池 田 宮 彦 量 生

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 殿

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 両

株 式 会 社 あ め り か 屋 殿

前 野 慶 太 郎 殿

片 山 信 一 庭 生

0 ・・・・・・・・圃舗網" ・ーー・・・・・・・・・・司同・・・・・ー・・・・・・・圃・ー・・・・・・ー・" ・・- - - - - - - - ー- - - - ・・・・ーー・・“ ・・・・・ー- - - - - - - - - - - _ .. 

以上の通り御申込を受けております。なお引続き到着の分は次号に渇裁いたします。叉時節柄誠に恐縮至極でありま

すが何ｾ引続き下記の要項で街 ｩ 焚同賜りますよう御申込洩れの方は至急御知らせ下さいますよう重ねて御願い申し上げ

ます。

項要

贈呈に関する事は突行委員へ御一任下れ度し退 職 慰 労 会

なるべく 2 口以上希望500円1口員""、‘

宮"

人個

なるべく 2 口以上希望2，0∞ 円1口( 会社商庖等〉員
. 6.  

宮"

体団

日本建築協会内、大和常務理事退職慰労金募集実行委員長宛先込申

昭和29年 9 月より 11月末まで間期込払

「建築と社会」誌上に芳名掲載をもって代えさせて頂きたいと存じ ます。書ｾ￭ｬ＠領

昭 和 2 9 年 1 1 月

一
一
一

謙畑東

会

大和常務理事退職慰労金募集実行委員長

協築建本日社団法人



を表 し， その御冥福をお祈り申上げる。ｾ＠会正

大学工学部建築科卒業

プロック建材株式会社技師

総督府技師土木局営繕課

庁技師建築監替官

川建築課長

市営続課長

都市計画委員会技師

勤務兼任俄方授師

建

高組理事支混入

工業株式会社瞬託

建設株式会社

建設株式会社

歴略

大正 5 年

大正 5 年

大LE 7年

大正10年

大正14年

昭和 2 年

昭和 4 年

•••

•
••• 

噌

目

晶

司

自

晶

司

'

A

司

E

A

噌

，

.

晶

司

a

ふ

唱

E

A

昭和14年

昭和18年

昭和21年

昭和26年

昭和27年

1. 

••• 
句

よ

唱

止

唱

ム

司

よ

正会員鳥井信君は病気中

の 処 ， 昭 和9年 9 月29 日東

京に於て逝去せられた。東

京で本毒事が行われたが， 10 

月4 日芦屋打出の自宅で，

初 7 日の法要が営まれたの

で， 中野理事， 手島常務理事参列して， 中野理事

が会長の弔詞を代読した。君は昭和 6 年本会にスり，

同 7 年及 8 年には主記常務に，同 9 年から12年迄評

議員に選任され，温厚な資性と円満な人絡とはよく

他の信望を得て，本会発展のため多大のまミ献をされ

た。ままにその遺影と略歴を掲げて，謹んで哀悼の意

鳥 井 信 君 の 卦

会 先 日ある建築家から聞いた。 rし、ったい建築家は

佐宅問題をどう 考 えているのだろうか。いまもって住宅

不足だ。しかも政治家は佐宅の行政をやるにしてもたよ

りない。建築家も「最小限住宅」とかを考えてきたが，

それすら. 一般の大衆には無縁だ。 こうなると，建築家

はもう住宅問題の解決をあきらめているのではないか。

どうもそんな気がする」とさ

また，ある人から「建設界はいまどうですか。 どこも

遊んどる。親分は仕事をとるのにかけまわっているが，

所員は半失業のうき目にあっているしまつだっ逆に忙し

い忙しいといっている連中が， どんな仕事をしていると

聞く と，建築の本当の仕事でなくて，つまらんことをし

ている J とこぼしていた。

これらのいい分を，よく考えてみると ，憂うべきこと

ではなかろうか。 というのは，建築家こそ，生活の造型

飾であるべきだ。 しかるに，それが，実現できなL 、。で

きない条件は，こんにちの日本では数多くあり，矛盾も

多い。これに対して， r建築家とかが， 地主主の入荷とい

っしょになって，世論を起さんとだめだ」という声があ

る。たしかにそのとおりだが，生活の造型姉としてはも

っと深〈考える点があるのではなかろうか。

和歌山のある工場で

つち」と Lい、づう合言英がはやつているそうである。太陽が

西へ西へ傾むいていけば，すくなくともきょう一日の給

桝がはいるというわけだ。 それほど， 生活に意慾がな

く，その日その日の時間の経過をまっているような生活

だ。 もちろんこれは臓をえている人の話だ。 こうしたu ! :

のなかにあって. 建築家は生活の造型仰としてどうした

らよいか。その上，自分自身の生活の問題もある。ねが

わくは， よき解決策を街l教示されん ことを !!

会本号は「建築家の住宅」特集として，企画 してみ

た。本会会長竹腰健造氏邸をはじめ，長谷部鋭吉氏，東

畑 謙 三 氏 村 野 藤 吾 氏 ， 安 井 武 雄 氏 村 田 治 郎 氏 ， 増 田

友也氏，佐藤章夫氏の建築界の長老，草寺名建築家の住宅

を紹介したー建築家の住宅として，それぞれ「深み」の

あるものであり，古典的な洗練さと近代的な構成とがう

かがえて興味あるものにできたと思う。なお，ここで第

一番に会員読者oyこ深くおわびをしなければならないの

は，企画撮影その他で発行が大おくれにおくれたことで

ある。この点編集委員会として深く反省します。

秋も深まるとともに，編集障は来年度の企画もしなけ

ればならぬ。来年度こそは，まとまった内容のある雑誌

にしていきたいと念願しているが，そこにいろいろな矛

盾もあるのでこんごの御鞭縫御協力をひとえにお願いす

る次第。 来年度から新しく「技術講座J を設け， r作品

作 風」欄とともに清風のさわやかさをもたせたい。

戸

レ

=

2

ロ
f麦集編

会費を至急お払い込み下さい

会の運営を円滑にするため、ぜU 会費をお収め

下さい。明年三月までの分 ( 1月￥100) を至急振

替で街l送付下さるようお車買い申しあげます。( 係〉

建 築 と 社 会

第 3 5 輯 第11号

売価 1 部100円( 送料共〉

昭和29年10月25日印刷 ・昭和29年11 月 1 日発行
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